








[Atkinson (1970)， Dasgupta， Sen and Starrett (1973)， Shorrocks (1983) ， 
綿貫(1977)J。社会的厚生関数，w， は所得分布ベクトル，Y，の数値関数と









































て表すことにしよう。 Rnは Rの n重のカルテシアン積を意味しており，
更に RfはRnの非負象限を，Rf+はRnの正象限を表すものとする。本稿
では n人から構成される経済社会を想定し，所得分布をベクトル Y=0'1， 









(A. 1)は，Wが yに関して対称的であり，かっ Dalton( 1920)の提唱















































近年 Pfingsten(I986a，b)及び Bossertand Pfingsten (1990)により提唱され












同一であると定義される。なお，e= ( 1 ，…， 1)は全構成員がそれぞれー
単位の所得を稼得している均等分配ベクトルを表している。
この定義における係数 μは価値判断を表現するパラメータであって， μ=






(A. 2) (μ-intermediate scale improvement) 
すべての YER!;+とすべての αεR+に対して
W[y+α(μy+( 1 -μ)e) ]ミW(Y)
が成立する。




して (A. 1)及び (A. 2)を共に満たすような社会的厚生関数の集合を
r (μ)という記号を用いて表すとする，即ち，








えられたパラメータ値 με[0，1]に対して，関数 F/(y， k / n;μ)を
エ[長-m(y)J





ば" y Lpx は















Ff(y， k / n;μ)=---'引
[μ.m (y) + ( 1一μ)J・n
=ω ・[FR (y， k / n) -k / nJ + ( 1一ω). FA (y， k / n)， k = 1 ，…， n (2) 
が成立する。ここで FR関数は通常の「相対的」ローレンツ曲線であって，
L.Yi 
F R (y， k / n) = ...'ニムー-
(y)・




ω，h/n;hSIBz-一的)J十 k= 1， n 
と定義されている。係数 ω は
μm(y) 
ω=ω(m (y)， μ ) = r  
Pμm(y)+(l-μ) 
と定義されている。 μ=1の時には ω1，μ=0の時には ω=0の値をそ
れぞれ取る。 ωは μの定義域において μの減少関数である。
上述の(2)式から読み取れるように， r中間主義的」ローレンツ曲線は，
(a)r相対的」ローレンツ曲線 FR と完全平等線 k/nとの差，と(b)絶対的ロー
レンツ曲線， とをそれぞれ ω と1-ω の比率で加重して描かれる曲線であ
る。
1 )特に μ=1，即ち rightists'viewの場合には， ω=1となるから，F[ は
F[(y， k /n; 1) =FR(y， k /n)-k /n 
となる。このように μ=1の場合には，-F[はローレンツ曲線図表における完全平等
線 k/nと「相対的」ローレンツ曲線 FR との距離に一致する。他方， μ=0，即ち lif-
tists' viewの場合には， ω=0となるから，F[は









Z=y-[一 (1-μ)/μJ e 
と定めると，Z についての「相対的」ローレンツ曲線関数は
エ[μryi+( 1 -μ)J 
FR(z， k / η)=~引 k= 1 ， ・ ，n 
l( V'-IJ ， I ， I [μm(y)+(1-μ)J n 
と定義される。この関数は更に FR(y， k / n)を用いて
FR(z， k / n) =ωFR(y， k /η) + ( 1一ω)(k / n) (k= 1 ，…， n) (3) 
と変形される。ここで FA とFR との間に
FA(y， k /η) =m(y)[FR(y， k / n) -k / nJ 
が成立していることに注意したうえで， (2)及び(3)式を用いて F/(y， k / n;μ) 
を書き改めると ，F/ は
F/(y， k / n;μ) 
=ω[F R (y， k / n) -k / n J + ( 1 -ω) FA (y， k / n) 
=[ω+ (1 -ω) m (y) J [F R (y， k / n) -k / n J 
=(ω/μ)[FR(y， k / n) -k / nJ 
= [FR(z， k / n) -k / nJ/.μ (4) 
と表すことができる。このように oくμ豆 1の場合には， r中間主義的」
ローレンツ曲線は，z について描かれた「相対的」ローレンツ曲線と完全平
等線 k/nとの差，F R (z， k / n) -k / n，を1/μ 倍して描かれる曲線である
と叙述することもできる。ここで，zについて描かれた「相対的」ローレン
2) (4)式の導出にあたって，次式を用いている。
(y) ( 1ーμ)m(y) 
ω+ ( 1一ω) m (y)= μ~-













yLμ.<Y (すべての..<~ 1に対して) (5) 
及び












これは次のような理由に基づいている。 (3)式から， μ→ 0とすると， ω→ Oとなるか
ら， FR(z， k / n)→k/nとなる。即ち， μ→ Oに伴って zについての相対的ローレンツ
曲線は45度線に漸近する。このため，選択される μの値がゼロに近付くにつれて， z 
についての相対的ローレンツ曲線による不平等比較はローレンツ曲線図表上で識別す














(i) 任意の WErcμ)に対して W(y)孟W(x)が成立する。




Wk(Y) =a'm(y) + ( 1 -a)Ek(y) 
を仮定しよう。ここで Ekω)は
ι yj-m(y) 








1 n .Lqji yj-m (Qy) 
Ek(Qy) =ム L.min[ 0， 1引 r¥..¥ r 
























{ctqij)min[O， ....:'J..\'~.':J . nJ}=Ek(y) 会i'1'}I.I.u，....&L v μm(y)+l-μ =話




Yi+O(μYi+ 1-μ)ー [m(y)+O(μm(y)+l-μ)J 
=~L min[O 
n i= 1'μ [m(y) +O(μm(y) + 1一μ)J+ (1 -μ) rkJ 
ι (1  +0μ) (yi-m(y)) 
=~.L min[O 
計 ， (1 +0μ) (μm(y) + 1一μ) 九J=Ek(y) 
2)をも満たしが成立するから， (7)式の Wは (A.
ていることが分かる。従って， (7)式の W は f(μ)に所属している。
1 )のみならず (A.
このこ
防庁 (y) ミ~ Wk(X)が成立していることがとから， (i)が成立しているならば，
分かる。
さて，a= 0であるとし，rkとして
k= 1，…， n 
を用いると
ι タ i-m (y .• i 1 ..:.タi-m(y .i 1 L [ ..~ /.¥ '~. '; / nJーミ~.L min[ 0 ， ..~ /.¥ '~. ': / 7kJ~ 
g到 μm(y)+l-μ IR-J n = i~ j.I.I .I.I.l.L V ，μm(y)+l-μ'  
rk= (れ-m(x))/(μm(x)+ 1 -μ) ， 
ι 主i-m(X .， 1 






















1』=ぷ k= 1， ・ ，.n 
が成立する。従って
k= 1， n F[(y， k / n;μ) ~ F[(x， k / n;μ) ， 





m(y) = Wk(y)孟Wk(x)=m(x) 
が得られる。以上のようにして(i)弓 (i)が明らかにされた。
次に(i)二今(i)を明らかにするために，zER!; +を
Z=x+α[μx+ (1 -μ)eJ (9) 
と定めよう。ここで α=(m(y) -m(x))/[μm (x) + ( 1 -μ)Jであるとすれ
ば，m(z) =m(y)となり，かつ




k= 1， ・，n 
k= 1， ・，n-1 
が成立する。従って， Hardy-Litt1ewood-Polyaの定理(1952)[Berge (1963， 
pp.184-188)及び Dasgupta，Sen， and Starrett (1973)を参照のこと]に
より， (A. 1) を満たすすべての W:R!;+→R に対して
W(y)ミW(z) 帥
が成立する。更に(9)式を振り返ると明らかなように，z は Z と係数 μ に関
して「中間主義的」な意味で同等に不平等であるように作られており，かっ
α孟0となっているから (A. 2)を満たすすべての W:Rム→Rに対して
W(z)ミW(x) ω
が成立しているo (l~式と (11)式を組み合わせることにより， (A. 1)と(A.2) 
を満たすすべての W:Rム→Rに対して
W(y) ~ W(x) 
が得られることが分かる。 Q. E. D. 
以上のようにして，p-intermediate scale improvementでありかっ S凹であ
5) z は xと (μ に関して)I中間主義的」な意味で不平等が同一になるように定義されて
















念を導入し，そのうえで S凹性に加えて μ-intermediatescale improvement 
を満たすような社会的厚生関数の関数族 r(/1)を仮定した。そして上記定理





る)固有の困難が回避されている。更に， r (μ) は，パラメータ με[0，1]
の値を選ぶことによって，効率性に関する幅広い価値判断を表現し得るもの
となっている。 μ=1の場合には， r (μ) は人々の所得が同一比率で拡大し
た場合には社会的厚生水準は改善されるとする価値判断を表現している。他
方 μ=0とすれば， r (μ) は人々に同一金額の所得が追加された時には社会
的厚生水準は改善されるとする価値判断を表現している。前者の価値判断は
Shorrocks ( 1983)が scaleimprovemntと名付けた性質に対応しており，後
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者の価値判断は彼が incrernentalirnprovrnentと名付けた性質に対応してい






F/(y， k / n;μ)=~一、
m(y) 
ー (FR(y， k / n) -k /η) 
m(y)+ 1-μ 
と定義されているから，これを
FR(y， k / n) =FR().Y， k / n) 
が成立することに注意して整理すると，
F/(y， k / n;μ) -F/().y， k / n;μ) 
_r  m (y) Am (y) 
一 J[F R (y， k / n) -k / n J 
μm(y)+l-μμAm(y) + 1 -μ 
=().ー 1)(1-μ) [k/n-FR(y， k/n)JA， 
となる。ここで
A- m (y) >0 
[μm(y)+l-μJ [μAm(y) + 1 -μ] 
である。更にすべての hε{1 ， n}に対して
k / n -F R (y， k /η)孟 O
が成立し，かつ με[0，lJであるから，À~ 1ならば
k= 1 ， n-1 






Ff(y+oe， k / n;μ) -Ff(y， k / n;μ) 
={μ附)+;)+1 ー μ一μ的)~l-/-J.i会。i-m (y)]




[μ(m(y) +0) + 1 -μ] [μm(y)+l-μ] 
である。すべての kE{l，・.. n}に対して
k / n -F R (y， k / n) ~ 0 
であり，かつ μミOであるから，o~ 0であれば
k= 1，…， n 
Ff(y+oe， k / n;μ)主Ff(y， k / n;μ)， k= 1， …， n 
が成立する。このようにして(6)が成立することが分かった。 Q.E. D. 
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